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そこで・・・ 

理想 
 ゲノム解析によって存在が明らかになった遺伝子の個体差
（＝SNP）を利用して、オーダーメイド医療を実現する 
 

現実 
 複数のSNPが相互作用している疾患もあり、それを特定する 

 ために膨大にあるSNPの組合せを全て解析するのは困難 


